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白鷹町まちづくり助成事業（応募団体募集）②
まちづくり座談会を開催します　⑤
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2　

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

①
地
域
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　

地
域
の
現
状
と
課
題
把
握
、
地

域
発
展
の
テ
ー
マ
づ
く
り
、
具
現

化
に
向
け
た
具
体
的
事
項
、
事
業

実
施
に
向
け
た
方
策
検
討
な
ど

②
地
域
づ
く
り
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
施
設
等
の

整
備
、
地
域
の
景
観
形
成
、
研
修

会
の
開
催
、
調
査
研
究
な
ど

③
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
事
業

　

講
演
会
、
講
習
会
、
研
修
会
の

開
催
、
歴
史
文
化
の
保
存
伝
承
、

郷
土
史
発
刊
、
郷
土
料
理
の
伝
承

・
活
用
、
新
た
な
芸
術
文
化
活
動

な
ど

④
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
拡
大
事
業

　

大
会
、
ま
つ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
都
市
交
流
な
ど

⑤
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
立
ち
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
、
特
産
物
の

開
発
な
ど

⑥
環
境
保
全
・
地
球
温
暖
化
対
策

事
業

　

ご
み
減
量
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
、
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
、
水
質

浄
化
活
動
な
ど

⑦
ま
ち
づ
く
り
団
体
直
営
事
業

　

団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
、

公
園
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

等
の
維
持
管
理
作
業
な
ど
を
直
接

行
う
場
合
に
必
要
な
原
材
料
費
な
ど

手
続
の
方
法

(1)
申
請

　

事
業
の
助
成
を
希
望
す
る
団
体

は
、
ま
ず
「
協
議
書
」
を
町
長
に

提
出
し
ま
す
。
ま
た
事
業
の
計
画

性
を
高
め
る
た
め
、
協
議
書
の
受

付
は
原
則
と
し
て
「
毎
月
第
１
月

曜
日
ま
で
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

(2)
助
成
額

　

①
は
10
万
円
以
上
の
事
業
で
、

事
業
費
の
80
％
以
内
の
額
。
助
成

限
度
額
は
30
万
円
で
す
。

　

②
〜
⑥
は
10
万
円
以
上
の
事
業

で
、
事
業
費
の
50
％
以
内
の
額
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
助
成
限
度
額

は
50
万
円
で
す
。

　

⑦
は
原
材
料
費
等
の
80
％
以
内

の
額
で
、
助
成
限
度
額
は
10
万
円

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
②
〜
⑥
の
中
に
一
部
⑦

の
団
体
直
営
の
内
容
が
複
合
し
て

い
る
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
部

分
の
み
80
％
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
限
度
額
は
50
万
円
で
す
。

(3)
助
成
金
の
交
付
決
定

　

提
出
い
た
だ
い
た
協
議
書
を
も

と
に
、
役
場
内
に
設
置
す
る
「
白

鷹
町
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
選
定

委
員
会
」
で
審
査
し
、
最
終
的
に

町
長
が
決
定
し
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
室
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
係　

☎
87

－

０
８
３
０
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十二の桜の由来説明看板の建替工事事業
　申 請 団 体　十二の桜保存会　代表　中川健一
　認定事業費　700,350円　　助成金　350,000円
　平成３年に設置した看板が根元から腐食し雪により倒壊したため、環境整備の一環として新し
い看板に建て替えました。より見やすくなり、訪れた皆さんに十二の桜の由来がきちんと伝わる
ようになりました。

防犯灯・街路灯整備（支柱塗装）事業
　申 請 団 体　鮎貝第１町内長　沼澤　進
　認定事業費　853,535円　　助成金　426,000円

　出来町町内灯は昭和48年、鮎貝駅前は平成７年に設置され
た街路灯の支柱の塗装が剥離し、さびなどによる倒壊の危険
性に対応するため、塗装し、劣化の進行を防ぎました。町内
の景観並びに居住環境の整備と安全の確保が図られました。

　田んぼアートとともに開催してきた「お蚕姫コンサート」を、５周年記念事業として例年より
規模を大きく開催し、たくさんの方に参加していただきました。須貝智郎さんをはじめ３組のゲ
ストを迎え、田んぼアートを鑑賞しながらたいへん盛り上がったコンサートでした。

山口の里歴史探訪事業
　申 請 団 体　山口の里歴史にふれる協議会　代表　大滝憲夫
　認定事業費　124,354円　　 助成金　　62,000円
　山口地内には羽黒神社や十二の桜など、歴史的に興味深いものがあり、地域の歴史を再認識し後
世に伝えることを目的としてフォーラムや学習会などを開催し、地区外の町民の方々にも参加して
いただきました。

 自主防災マップ作成事業
　申 請 団 体　浅立自主防災会　代表者　浅立区長　高橋弘夫
　認定事業費　300,000円　　助成金　150,000円

荒砥出来町街路灯整備事業
　申 請 団 体　荒砥出来町町内　代表　柴田守彦
　認定事業費　551,375円　　助成金　250,000円

　昨年の豪雨災害から、自主防災会として防災に備えることの大切さを認識し、区を対象とした
防災マップを作成しました。避難警告の伝達と呼びかけ、いざという時の避難所などをわかりや
すく記載し、地区住民へ配布しました。

蚕桑駅前プロジェクト設立５周年記念「お蚕姫コンサート」事業
　申 請 団 体　蚕桑駅前プロジェクト　代表　木村義弘
　認定事業費　532,850円　　助成金　238,000円

鮎貝第一町内 荒砥出来町町内
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全
面
通
行
止
め
の
大
瀬
地
内
国
道
２
８
７
号

　
　
　

町
道
経
由
の
新
た
な
迂
回
路
を
設
置

　

大
瀬
地
内
で
の
大
規
模
な
地
滑

り
が
発
生
し
、
３
月
31
日
よ
り
全

面
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
国
道

２
８
７
号
は
、
調
査
終
了
後
に
対

策
工
事
を
行
う
予
定
で
、
全
面
復

旧
ま
で
長
期
化
す
る
見
込
み
で
す
。

幹
線
道
路
で
あ
る
た
め
、
地
域
経

済
や
観
光
面
へ
の
影
響
も
大
き
く
、

４
月
９
日
に
は
、
白
鷹
・
朝
日
の

両
町
長
が
共
に
吉
村
知
事
を
訪
問

し
早
期
復
旧
を
求
め
る
緊
急
要
望

書
を
提
出
。
吉
村
知
事
は
「
安
全

か
つ
早
期
の
対
策
を
講
じ
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

迂
回
路
と
な
っ
た
主
要
地
方
道

長
井
大
江
線
は
、
道
幅
が
狭
い
一

部
の
区
間
が
片
側
交
互
通
行
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
４
月
25
日
よ
り
、

町
道
坂
下
平
田
中
山
線
を
経
由
す

る
新
た
な
迂
回
路
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
安
全
対
策
と
し
て
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
も
通
行

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
道
坂
下
平
田

中
山
線
の
交
通
量
が
増
加
す
る
た

め
、
針
生
、
中
山
地
区
の
皆
さ
ん

は
事
故
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
主
要
地
方
道
長
井
大
江

線
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
安
全
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園

ま
で
は
通
行
で
き
ま
す
の
で
通
常

通
り
の
営
業
で
す
。

■
迂
回
路
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
☎
85

－

６
１
４
２

▲地滑りが原因で路面に隆起や亀裂が発生している国道２８７号。復旧のめどは立っていない。

【迂回経路図】

新たな迂回路
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日　程 会　場 時　間

　６月30日（月） 蚕桑地区公民館

午後７時30分～９時まで

　７月 １日（火） 鮎貝地区公民館

　７月 ２日（水） 荒砥地区公民館

　７月 ８日 （火） 十王地区公民館

　７月10日 （木） 東根地区公民館

　７月11日 （金） 鷹山地区公民館

　お住まいの地区以外の会場に参加して
いただいても結構ですので、ぜひご参加
ください。

　町長、副町長、教育長、町の課長が各地区にお伺いし、主要課題について説明します。
地域の課題や町政全般について、みなさんのご意見をお聞かせください。

■問い合わせ
　総務課企画室情報係　☎85－6121

再生可能エネルギー推進事業

　　
　町では、白鷹町第２次環境基本計画及びエネルギー計画に基づき、再生可能エネルギーの普及推
進を図るため、個人住宅への太陽光発電設備の導入を支援します。

　▼交付対象者：町内に住所を有し、かつ、自ら居住する住宅（予定を含む）を対象として県の平
　　成26年度再生可能エネルギー設備導入事業費補助金の申込が受理決定された方（県内施行業
　　者が設置する工事が対象）。また、町税等の滞納がない方。
　▼申請期限：平成27年２月27日（金）必着
　▼補助金額：発電出力1kwあたり30,000円　※家庭用10kw未満が対象です。
　▼募集件数：先着順で予算の範囲内
　▼他補助金との併用：住宅リフォーム総合支援事業との併用はできません。
　　　　　　　　　　　詳しい内容や申請方法はお問い合わせください。

　■問い合わせ　町民課くらし環境係　☎85－6131　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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（
一
般
枠
）

　

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

　
　

①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
及
び
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校
を
卒
業
し
た

方
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

　　

（
社
会
人
経
験
枠
）

　

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

　
　

①
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
が
１
年
以
上
あ
る
方

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

　　

（
土
木
）

　

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

　
　

◇
第
１
次
試
験

　

６
月
22
日
（
日
）

　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
第
２
次
試
験　

８
月
上
旬
予
定

　

５
月
12
日
（
月
）
〜
６
月
６
日

（
金
）

◇
第
１
次
試
験

○
上
級
行
政
職
（
一
般
枠
）

　

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

　

・
専
門
試
験
（
行
政
）・
職
場
適

　

応
性
検
査
・
作
文
試
験

○
上
級
行
政
職（
社
会
人
経
験
枠
）

　

教
養
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）・

　

職
場
適
応
性
検
査
・
作
文
試
験

○
上
級
専
門
職
（
土
木
）

　

教
養
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）・

　

専
門
試
験
（
土
木
）・
職
場
適

　

応
性
検
査
・
作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験　

面
接
試
験

　

募
集
要
項
及
び
受
験
申
込
書
は

次
の
方
法
で
入
手
で
き
ま
す
。

①
白
鷹
町
役
場
で
受
け
取
る
場
合

　

役
場
２
階
総
務
課
に
お
い
て
平

日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
の
時
間
に
交
付
し
ま
す
。

22

２

－

－

－

１

23

４

－

－

－

１

24

１

２

１

１

１

25

４

１

１

－

０

26

３

０

１

２

０

②
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

　

１
２
０
円
切
手
を
貼
り
宛
先
を

明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
２

号
）
を
同
封
の
う
え
、「
白
鷹
町
職

員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と

朱
書
き
し
て
総
務
課
総
務
係
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
場
合

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.tow

n.shirataka.lg.jp/

）

か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
↓
仕
事
・
産
業
↓
職
員

　

・
臨
時
職
員
採
用
の
ペ
ー
ジ
に

　

掲
載
し
て
い
ま
す
。

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　

及
び
住
民
票
抄
本
（
本
籍
ま
た

　

は
国
籍
記
載
の
も
の
）

②
写
真
…
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し

　

た
も
の
で
、
タ
テ
４
㌢
×
ヨ
コ

　

３
㌢
、
無
帽
、
上
半
身
、
正
面

※
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

　

す
。（
６
月
６
日
必
着
）

〒
９
９
２

－

０
８
９
２　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３
番
地

総
務
課
総
務
係
☎
85

－

６
１
２
０

過去５年間の採用人数

「－」は募集なし
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老齢・障害・遺族基礎年金・児童扶養手当・
特別障害者手当の受給者など

　　　　　　

■
☎

■
☎

例）

　

対象と思われる方には、6月23日以降に、お知らせと申請書を郵送します。

給付のお知らせ

※振り込め詐欺にはご注意ください。
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平
成
26
年
度
福
祉
事
業
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
、
高
齢
者
も
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
乙
女
げ
ん
き
塾
事
業

 （
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

条
件　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い

65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
予
防
の

た
め
に
利
用
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
方

利
用　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
間
で

お
お
む
ね
１
回
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

利
用
料　

１
回
当
た
り
７
０
０
円

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
在
宅
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

 　
　
　
　

条
件　

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

帯
で
、
介
護
保
険
に
該
当
し
な
い

方
で
、
日
常
生
活
で
支
援
及
び
指

導
が
必
要
な
方

利
用　

家
事
支
援
、
１
週
間
２
回

以
内
で
１
回
１
時
間
未
満

利
用
料
　
１
回
あ
た
り
２
３
６
円

短
期
宿
泊
活
用
地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
）

  

条
件　

介
護
保
険
に
該
当
し
な
い

65
歳
以
上
の
方
で
、
生
活
支
援
及

び
指
導
が
必
要
な
方
。
介
護
者
が

冠
婚
葬
祭
で
不
在
の
と
き
な
ど
。

利
用　

７
日
間
以
内
／
月

料
金
料
　
食
費
・
滞
在
費
含
み
１

日
当
た
り
２
２
０
２
〜
３
４
８
６

円
で
、
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳
の
方

給
付　

77
歳
、
88
歳
は
町
の
賀
詞
、

99
歳
は
県
の
賀
詞
及
び
町
の
祝
品

（
敬
老
会
で
支
給
）、
１
月
１
日

で
数
え
１
０
０
歳
の
方
に
賀
詞
と

５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。（
い
ず
れ

も
贈
呈
時
ご
存
命
の
方
に
限
る
）

ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
激
励

金
支
給
事
業

　　

在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者
等
を

介
護
し
て
い
る
方
に
、
介
護
者
激

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

在
宅
介
護
お
む
つ
支
給
事
業

　

在
宅
で
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る

方
等
に
、
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

世
帯
の
収
入
額
の
合
計

が
１
０
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員

数
＋
５
０
０
万
円
）
以
下
で
あ
る

こ
と

　

概
ね
65
歳
以
上
で
要
介
護
度
３

以
上
の
方
（
入
院
中
は
該
当
し
ま

せ
ん
）

給
付　

現
物
（
１
カ
月
当
た
り

４
０
０
０
円
相
当
以
内
）

地
域
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
、

急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
ご

く
簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ
ー

に
通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
緊
急

通
報
機
器
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
で

町
民
税
非
課
税
世
帯

利
用
料　

１
カ
月
当
た
り
５
４
０
円

物
忘
れ
相
談
事
業

条
件　

物
忘
れ
な
ど
が
気
に
な
る

方
や
、
そ
の
家
族

利
用　

認
知
症
な
ど
の
早
期
発
見

・
治
療
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
精

神
科
医
に
よ
る
相
談
、
あ
る
い
は

訪
問
を
行
い
ま
す
。

＊
２
カ
月
に
１
回　

金
曜
日
の
午

後
２
時
か
ら
（
日
程
は
広
報
し
ら

た
か
で
お
知
ら
せ
予
定
）

利
用
料　

無
料

元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
事
業

　

体
力
・
運
動
機
能
の
維
持
向
上

を
目
的
に
、
週
１
回
２
時
間
程
度

の
運
動
を
行
う
教
室
で
す
。

条
件　

元
気
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
修

了
者
の
方
、
ま
た
は
運
動
を
希
望

す
る
65
歳
以
上
の
方

利
用
料　

１
回
当
た
り
２
０
０
円

高
齢
者
世
帯
等
雪
下
ろ
し
費
支
給
事
業

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い

世
帯
に
対
し
て
雪
下
ろ
し
費
用
を

支
給
し
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯

給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
当

た
り
１
万
５
０
０
０
円
を
上
限
と

し
て
年
度
３
回
以
内

高
齢
者
世
帯
等
雪
は
き
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
が
で
き
な
い
世
帯

に
対
し
て
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

条
件　

町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯

内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生

活
道
路
に
出
る
ま
で
の
人
的
除
雪

を
行
い
ま
す
。

認
知
症
支
援
訪
問
事
業

　

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
、
認

知
症
の
方
と
家
族
の
方
が
安
心
し

て
在
宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

認
知
症
ケ
ア
の
専
門
職
が
訪
問
し

支
援
し
ま
す
。

対
象　

40
歳
以
上
の
方
で
認
知
症

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方

お
た
っ
し
ゃ
訪
問
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た

め
に
保
健
看
護
職
が
訪
問
し
ま
す
。

対
象　

75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方

※
詳
細
は
19
ペ
ー
ジ
の
「
見
守
り

支
え
合
い
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

■
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
問

　

い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
☎
86

－

０
１
１
２
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障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

内
容　

居
宅
介
護
、
生
活
介
護
、

短
期
入
所
、
就
労
継
続
支
援
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
児
童
発
達
支
援
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

居
宅
生
活
や
障
害
者
支
援
施
設
な

ど
へ
の
入
所
・
通
所
の
支
援

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）・
難
病
等
で
支
援
が
必

要
な
方

＊
障
害
支
援
区
分
認
定
が
必
要
に

　

な
り
ま
す
。

料
金　

世
帯
の
町
民
税
課
税
状
況

に
応
じ
た
負
担
と
食
費
な
ど
の
実

費
負
担補

装
具
費
支
給
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機
能

を
補
完
・
代
替
す
る
も
の
を
装
着

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
者

ま
た
は
難
病
等
で
、
障
が
い
に
よ

り
必
要
な
方

利
用　

必
要
な
補
装
具
を
支
給
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
が
い
者
（
児
）
が
日
常
生
活

を
営
む
う
え
で
の
困
難
を
改
善
し
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

障
害
者
手
帳
所
有
者
ま
た

は
難
病
等
の
方

利
用　

ス
ト
マ
、
お
む
つ
等
の
給

付
、
便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改
修

費
給
付
な
ど
。

料
金　

原
則
経
費
の
１
割
負
担

※
た
だ
し
、
課
税
・
収
入
状
況
に

　

応
じ
て
負
担
上
限
が
あ
り
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業 

　

障
が
い
者
の
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

内
容　

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
無
料
）、  

日
中
一
時
支
援
事
業
、

移
動
支
援
事
業
（
特
別
支
援
学
校

へ
の
通
学
支
援
含
む
）、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
、
自
動

車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事

業
な
ど
。

条
件　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が

い
者（
児
）ま
た
は
難
病
等
で
支
援

が
必
要
な
方

料
金　

原
則
サ
ー
ビ
ス
料
の
一
割

負
担
と
食
費
な
ど
の
実
費
負
担

心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
等

利
用
助
成
事
業

　

　

タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
を
交
付
し

ま
す
。

条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の

　

方
（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障
害

　

は
１
〜
４
級
の
方
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
の
方

利
用　

年
間
で
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
６
０
０
円
12
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
の
た

め
通
院
の
方
は
２
冊
。

人
工
透
析
患
者
通
院
交
通
費
助
成
事
業

　

人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
の

通
院
交
通
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

所
得
税
非
課
税
の
方
で
、
生
活
保

護
法
な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

＊
心
身
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

　

等
利
用
助
成
事
業
と
の
併
用
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

給
付　

月
額
３
０
０
０
円

重
度
障
が
い
者
介
護
者
激
励
金

　

重
度
障
が
い
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
に
対
し
、
介
護
者
激

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
日
常

生
活
全
般
に
お
い
て
介
護
を
要
す

る
在
宅
の
障
が
い
者
の
介
護
者

給
付　

年
額
２
万
６
０
０
０
円

自
立
支
援
医
療
費
支
給
事
業

（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神
通
院
医
療
） 

　　

自
立
支
援
医
療
費
を
支
給
し
、

福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

更
生
医
療
・
育
成
医
療
・

精
神
通
院
医
療
の
対
象
疾
病
を
有

す
る
方
で
、
一
定
所
得
未
満
の
方
。

給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の
一
部
を
給
付
（
課
税
・
収
入
状

況
な
ど
に
応
じ
て
給
付
額
が
異
な

り
ま
す
。）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

病
院
な
ど
に
３
カ
月
以
上

入
院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て
い

な
い
方
、
本
人
及
び
扶
養
義
務
者

が
一
定
所
得
未
満
の
方

給
付　

20
歳
以
上
２
万
６
０
０
０
円

　
　
　

20
歳
未
満
１
万
４
１
４
０
円         

年
４
回
支
給（
月
額
）

障
害
者
相
談
支
援
事
業
（
無
料
）

　

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
相
談
業
務
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

内
容　

障
が
い
者
や
ご
家
族
の
悩

み
や
相
談
に
対
し
て
、
専
門
的
な

職
員
が
相
談
を
受
け
、
そ
の
方
に

あ
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
生
活

に
関
す
る
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
曜
か
ら
金
曜
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は

休
み
）

連
絡
先　

相
談
支
援
事
業
所
お
き

た
ま　

☎
88

－

５
３
５
７

在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
事
業

　

医
師
の
処
方
に
よ
り
在
宅
酸
素

療
法
を
行
っ
て
い
る
方
に
酸
素
濃

縮
器
の
電
気
料
金
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

内
容　

呼
吸
器
機
能
障
害
に
よ
り

身
体
障
害
者
手
帳
３
、４
級
を
所

有
し
て
い
る
方
は
月
額
１
６
０
０

円
。 

そ
の
他
の
方
は
月
額
８
０
０

円
。

　

■
心
身
障
が
い
者
福
祉
に
関

　

す
る
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
86

－

０
１
１
１
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わ
り
地
籍
図
が
登
記
所
の
備
え
付

け
の
地
図
と
し
て
保
存
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
際
、
条
件
に
応
じ
て
、

土
地
の
分
筆
や
合
筆
を
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査

で
は
、
土
地
所
有
者
の
方
が
、
自

分
で
変
更
な
ど
の
登
記
申
請
を
す

る
必
要
が
な
く
、
登
録
免
許
税
な

ど
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

調
査
方
法
は
？

①　

ま
ず
、
土
地
所
有
者
の
方
は
、

自
分
で
境
界
杭
を
打
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
、
隣
接
し
て
い
る
土

地
の
所
有
者
と
必
ず
立
ち
会
っ
て

境
界
を
確
認
し
た
う
え
で
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
所
有
地

内
で
あ
っ
て
も
、
田
と
畑
と
い
っ

た
よ
う
に
地
目
が
異
な
る
所
に
は
、

地
目
境
の
杭
を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。

②　

境
界
杭
の
設
置
が
終
わ
る
と
、

建
設
水
道
課
か
ら
係
員
が
現
地
調

査
に
伺
い
ま
す
。
そ
の
際
、
正
し

い
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
、
土
地

所
有
者
の
方
の
立
ち
会
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

③　

境
界
杭
の
確
認
が
終
わ
る
と
、

引
き
続
き
す
べ
て
の
境
界
杭
を
測

量
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
土
地
所
有
者
の
方

に
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
用

地
係　

☎
85
―
６
１
３
９

大
切
な
土
地
を
守
る

地
籍
調
査
と
は
？

　

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
現
況
を

調
査
す
る
も
の
で
、
一
筆
ご
と
の

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
や

地
番
及
び
地
目
の
調
査
並
び
に
境

界
の
測
量
及
び
面
積
の
測
量
を
行

い
、
地
図
（
地
籍
図
）
及
び
簿
冊

（
地
籍
簿
）を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
土

地
の
表
示
に
関
す
る
登
記
が
書
き

替
え
ら
れ
、
ま
た
、
字
限
図
に
替

　

地　

籍　

調　

査

　

「
平
成
26
年
度
白
鷹
町
新
規

就
農
者
育
成
支
援
事
業
」
と
し

て
、
町
外
か
ら
白
鷹
町
に
移
住

し
て
就
農
さ
れ
る
方
に
対
し
、  

賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
助
成
し
定

住
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

　

居
住
開
始
か
ら
３
年
未
満
の

町
外
か
ら
の
移
住
就
農
者
（
雇

用
・
研
修
を
含
み
ま
す
）

▼
補
助
金
額　

　

賃
貸
住
宅
の
年
間
賃
借
料
の

２
分
の
１
ま
た
は
36
万
円
の
い

ず
れ
か
低
い
額

▼
採
択
要
件
等

　

「
農
業
経
営
に
対
す
る
計

画
」
を
有
し
、
計
画
実
現
に
向

け
た
支
援
者
等
が
い
る
こ
と

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
住
居
賃
貸
借
契
約
書
（
写
）

・
住
民
票
（
本
籍
地
及
び
前
住

　

所
地
の
入
っ
て
い
る
も
の
）

・
農
業
経
営
計
画
（
※
）

・
そ
の
他   

※
農
業
経
営
計
画
と
は
次
の
い

ず
れ
か

①
青
年
就
農
給
付
金
の
「
研
修

計
画
」
ま
た
は
「
経
営
開
始
計

画
」　

②「
青
年
等
就
農
計
画
」

③　

①
ま
た
は
②
の
計
画
に
な

ら
い
作
成
し
た
も
の

▼
そ
の
他　

詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

　

☎
85

－

６
１
０
７



《所得制限限度額》
扶養親族等の数 所得制限限度額 収入額の目安

０人 622万円 833.3万円
１人 660万円 875.6万円
２人 698万円 917.8万円
３人 736万円 960.0万円
４人 774万円 1,002.1万円
５人 812万円 1,042.1万円
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　今年度も、生活安定と次代の社会を担う児童の健やかな成長のため、児童手当を支給します。

▼手当を受給できる方
　中学校修了前の児童を養育している方

▼支給金額
　・３歳未満　月額15,000円／人
　・３歳以上小学校修了前
　　　第１子、第２子　月額10,000円／人
　　　第３子以降　　　月額15,000円／人
　・中学生　月額10,000円／人
　・所得制限限度額以上の方の中学生以下の児童　月額5,000円／人

▼支給月
　　平成26年 ６月（平成26年 ２月分～５月分）
　　平成26年10月（平成26年 ６月分～ 9月分）
　　平成27年 ２月（平成26年10月分～平成27年１月分）
▼その他留意事項
　＊次の方は、町民課戸籍年金係で申請手続きが必要です。
　　○出生などにより、新たに養育する児童ができた方、養育する児童が増えた方
　　○他の市町村から転入された方で、養育する児童がいる方
　　原則申請をした月の翌月分から支給となります。出生や転入などの場合は15日以内に申請してください。
　＊児童手当の給付を受けている方は、毎年6月に、前年の所得状況や年金の加入状況を記載した現況届を
　　提出する必要があります。別途ご案内いたしますので忘れずに提出ください。
　＊公務員の方は、手続きが必要な場合、勤務先での手続きとなりますので、勤務先にご確認ください。
　＊子育て支援のために児童手当を町に寄付することができます。ご希望の方はお問い合わせください。
■問い合わせ　健康福祉課　子育て支援係　☎86－0212

　保育園の送迎ができない、休日なのに仕事が休めない…など育児をお願いしたいかた（利用会員）に対して、　
育児を応援したい方（協力会員）が自宅での預かりや送迎など子育てを支援するのがファミリーサポートです。

　◎休日２時間30分以上ファミリーサポートセンターを利用する場合、
　　町が利用料金の一部を支援します。
　（２時間までの利用は通常料金となります）

休日利用料金と助成額
２時間30分以上 助成額（助成後）

利用料金

　①２時間30分　1,750円
　②３時間　　　2,100円
　③３時間30分　2,450円
　④４時間以上　2,800円以上

　①300円（1,450円）
　②600円（1,500円）
　③900円（1,550円）
　④１時間あたり300円

ファミリーサポート利用の手順

利用会員（登録必要）
「子どもを預かってください」

ファミリーサポートセンター
　「わかりました。協力会員を
　　紹介します」

協力会員（登録必要）
「はい。お預かりします。」

●協力会員を募集しています！
　子どもさんと接することが好きな
かた大歓迎です。

ファミリーサポートの利用時間と利用料金
①時間　午前７時～午後７時まで（要予約）
　　　※上記以外の時間に利用したい場合はご相談ください。
②料金　平日　　　　　１時間あたり６００円
　　　　土日・祝日　　１時間あたり７００円

■問い合わせ　子育て支援センター「にこポート」・ファミリーサポートセンター　☎87－0083
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【胃がん】
年１回検診

【肺がん】
年１回検診

【結核】
年１回検診

【前立腺がん】
年１回検診（男性）

【子宮頸がん】
年１回検診（女性）

【乳がん】
２年に１回検診（女性）

【大腸がん】
年１回検診

【肝炎ウイルス】
一度は検診

　

【子宮頸がん検診】
年齢 生年月日
20歳 平成５年４月２日～平成６年４月１日

【大腸がん検診】【肝炎ウイルス検診】
年齢 生年月日
40歳 昭和48年４月２日～昭和49年４月１日
45歳 昭和43年４月２日～昭和44年４月１日
50歳 昭和38年４月２日～昭和39年４月１日
55歳 昭和33年４月２日～昭和34年４月１日
60歳 昭和28年４月２日～昭和29年４月１日

　※

☎

だ
ん
だ
ん
、

　
　
健
診
の
時
期
だ
な
ぁ
。

【乳がん検診】
年齢 生年月日
40歳 昭和48年４月２日～昭和49年４月１日
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特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

▼
対
象　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
及
び
顕
微
授
精
）
を
受
け
て
、

山
形
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
た
ご
夫
婦

▼
助
成
内
容　

1
回
の
治
療
に
つ

き
５
万
円

＊
平
成
25
年
度
ま
で
に
助
成
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
…
１
年
度
あ

た
り
３
回
ま
で（
通
算
５
年
度
）

＊
平
成
26
年
度
に
新
規
に
助
成
を

受
け
る
方
で

40
歳
未
満
の
方
…
通
算
6
回
ま
で

（
年
間
助
成
回
数
、
助
成
期
間
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

40
歳
以
上
の
方
…
1
年
度
あ
た
り

3
回
ま
で
（
通
算
5
回
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

▼
対
象　

70
歳
以
上
の
方
で
、
過

去
に
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方 ※
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
持

病
が
あ
り
、
接
種
の
必
要
性
を
医

師
が
認
め
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼
助
成
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

1
人
1
回
限
り　

３
０
０
０
円

風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
の

費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す

【
抗
体
検
査
】

▼
対
象

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
19
歳
か

ら
50
歳
ま
で
の
女
性
（
過
去
に
風

し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
、
予
防
接
種
歴
が
２
回
以

上
あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
）

①
の
方
の
夫
及
び
同
居
家
族

③
妊
婦
（
抗
体
が
低
い
方
）
の
夫

及
び
同
居
家
族

▼
助
成
内
容　

全
額
助
成
（
自
己

負
担
な
し
）

【
予
防
接
種
】

▼
対
象　

抗
体
検
査
を
受
け
た
方

の
う
ち
、
抗
体
が
低
い
と
判
定
さ

れ
た
方

▼
助
成
内
容　
　
　
　
　
　
　
　

全
額
助
成
（
自
己
負
担
な
し
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
86

－

０
２
１
０

　

６
月
１
日
は

　

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
人
権
思

想
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
間
の
問
題
、
老
人
・
子
ど
も

へ
の
虐
待
、
い
じ
め
問
題
な
ど
お

困
り
の
事
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員

　
　

髙
橋
武
夫
さ
ん
（
高
玉
）

　
　

芳
賀
健
治
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）

　
　

蒲
生
成
子
さ
ん
（
荒
砥
） 

　
　

鈴
木
和
夫
さ
ん
（
十
王
）

　
　

小
関
陽
一
さ
ん
（
萩
野
）

　
　

遠
藤
啓
子
さ
ん
（
広
野
）

▼
相
談
日　

毎
週
月
・
金
曜
日

　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局

　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

電
話
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
人
権
特
設
相
談
日

６
月
６
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
11

時
30
分　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

丸川敬浩さん

　

3
月
で
人
権
擁
護
委
員
を
退
任

さ
れ
た
丸
川
敬
浩
さ
ん（
十
王
）に

総
務
大
臣
と
町
長
よ
り
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
野
美
佐
子
さ
ん
（
広

野
）
に
は
山
形
地
方
法
務
局
長
と

町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

白
鷹
町
障
害
者
相
談
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

　　

町
で
は
、
身
体
障
が
い
者
及
び

知
的
障
が
い
者
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
白
鷹
町

障
害
者
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
身
体
障
が
い
者
や
知
的
障
が

い
者
、
そ
の
保
護
者
等
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
身
体
障
害
者
相
談
員

　

金
田　

茂
也

　

金
田　

芳
男

　

土
屋　

平
敏

▼
知
的
障
害
者
相
談
員

　

金
田　

正
子

▼
任
期

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感
謝
状

新野美佐子さん
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　４月26日、あゆーむで「なつかしの校歌
を歌うつどい」が開催されました。「しらた
か古典桜in あゆーむ展」のイベントとして
企画された集いには、白鷹町の学校の卒業
生約80人が集まり、中には首都圏から帰省
し参加した方も。当時をなつかしんでもら
おうと、連合運動会での校旗や木の机と椅
子などが置かれた昔の趣の会場に、廃校と
なった９つの小中学校を含めた全学校のな
つかしの校歌が響きました。

　来年度から荒砥小学校に統合となる鷹
山小学校で、４月８日、11人の新入生を迎
えて最後の入学式が行われました。11人は、
担任の先生から名前を呼ばれると元気に返
事をし、鷹山小学校最後の新１年生となり
ました。児童を代表して６年生の竹田悠馬
さんが、百人一首かるた大会など鷹山小学
校ならではの学校行事を紹介し、「友だちを
たくさんつくって楽しい学校生活を送りま
しょう」と歓迎の言葉を述べました。

　

４
月
27
日
か
ら
の
３
日
間
、
第

59
回
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
が
開

催
さ
れ
、
長
井
西
置
賜
チ
ー
ム
で

は
白
鷹
町
の
選
手
が
全
28
区
間
中

12
区
間
を
走
り
ま
し
た
。

第
1
・
13
区　

樋
口
勝
利
選
手

第
3
・
19
区　

小
出
央
人
選
手  

第
６
・
27
区　

手
塚
雄
一
朗
選
手

第
16
・
26
区　

菅
桂
太
朗
選
手

第
10
区　

渡
部
功
将
選
手

第
14
区　

竹
田
裕
道
選
手

第
15
区　

高
野
光
選
手

第
22
区　

紺
野
圭
汰
選
手

　

第
２
日
の
19
区
・
朝
日
〜
白
鷹

の
区
間
で
は
、
大
瀬
地
内
の
国
道

２
８
７
号
が
全
面
通
行
止
め
の
た

め
、
主
要
地
方
道
長
井
大
江
線
が

迂
回
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

白
鷹
中
継
所
に
は
、
荒
砥
高
校
全

校
生
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
応
援

に
か
け
つ
け
、 

全
選
手
に
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
、
３
日
間
お

つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

ま
た
、
沿
道
で
声
援
を
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
59
回
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

▲19区の朝日～白鷹を力走したすきをつないだ小出央人選手

▲あらと保育園の園児が卒園生の小出選手を応援

　

５
月
１
日
、
荒
砥
小
学
校
体
育

館
で
、「
た
く
ま
っ
子
見
守
り
隊
」

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
砥

小
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
を
中
心
に

「
見
回
り
隊
」「
見
つ
め
隊
」「
声

か
け
隊
」
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

を
犯
罪
や
交
通
事
故
か
ら
地
域
で

守
ろ
う
と
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
児
童
を
代
表
し
て
６
年
生
の

和
田
麻
里
子
さ
ん
が
「
見
守
り
隊

が
い
る
と
安
心
し
ま
す
。
交
通
安

全
に
気
を
つ
け
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

顔
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
児
童
全

員
が
見
守
り
隊
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
て
の
出
発
式
と
な
り
ま
し
た
。



15　

　

桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
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①軽自動車税の減免
　障がいのある方で一定の要件に該当する場合は、
申請により軽自動車税の減免を受けることができ
ます。要件については、税務出納課町民税係にお
問い合わせください。
　また、軽自動車税の減免は、毎年申請が必要で
す。昨年から引き続き減免を受けられる方も、期
間内に再度申請をしてください。期間内に申請さ
れない場合は、減免を受けられなくなりますので
ご注意ください。
▼申請期間　納付書が届いた日～５月26日（月）
　　　　　　（納期限の７日前）
▼申請場所　税務出納課町民税係（４番受付）
▼申請の際にお持ちいただくもの
　①身体障害者手帳　　　②免許証
　③軽自動車税の納付書　④印鑑
　※家族が運転する場合は、運転する方の免許証
　　をお持ちください。
②軽自動車税を口座振替されるかたへ
　軽自動車税を口座振替で納められた方の車検時
に必要な納税証明書は６月中旬に発送します。た
だし、発送までの間に車検を受けられる方には随
時発行します。引き落としの確認時間を短くする
ため、お手数ですが引き落としの確認ができる預
金通帳を記帳してご持参のうえ、税務出納課町民
税係までおいでください。
■問い合わせ　税務出納課町民税係
　☎85－6132

　町税等の口座振替を利用されている方には、納
付いただきました町税等の金額をお知らせするた
め、これまで「町税等納付済通知書（口座振替分）」
を課税翌年度の６月にお送りしていましたが、昨
年12月の「広報しらたか」でお知らせしましたと
おり、省資源化の推進や事務の合理化、経費節減
等を図るため、廃止とさせていただきます。
金額は納税通知書や預貯金通帳への記帳等で確認
くださるようお願いします。
　なお、継続検査（車検）が必要な車両の軽自動
車税については、今までどおり送付いたします。
　また、確定申告の社会保険料控除に利用する国
民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
料（それぞれ年金天引き分を除く）については、納
付確認書を、申請に応じて、必要な方に無料で交
付します。

＜廃止の対象となる税等＞
　①町県民税　　　　　　　　　　
　②固定資産税・都市計画税　　　
　③国民健康保険税　　　　　　　
　④介護保険料
　⑤後期高齢者医
　⑥保育料

■問い合わせ　税務出納課収納係　☎85－6106

軽自動車税についてのお知らせ
納期限は６月２日（月）です

　西中学校区（西中、蚕桑小、鮎貝小）での授業
指導、学校行事や校舎周辺の環境整備などにボラ
ンティアとしてお手伝いしていただける方を募集
します。

▼ボランティアとして登録できる方
　どなたでも登録できます。（西中学校区外の方も
　登録できます）
▼ボランティアの活動期間
　登録完了日より平成27年3月22日まで
▼ボランティアの内容
　授業指導支援、校舎内外の環境整備支援、部活
動指導支援、学校行事支援などの中から、ご協力
いただけるボランティア内容を選んで登録してく
ださい。

※内容の詳細については、西中、蚕桑小、鮎貝
小、中央公民館、各地区公民館に置いてあるチラ
シ、または、町のホームページをご覧ください。
▼ボランティアの募集期間　5月31日（土）まで
▼ボランティア登録手続
　西中、蚕桑小、鮎貝小、中央公民館、各地区公
民館に置いてあるチラシ裏面の「ボランティア登
録票」に必要事項をご記入いただき、西中学校ま
たは教育委員会にご提出ください。（「ボランティ
ア登録票」は町のホームページからもダウンロー
ドできます。）
■問い合わせ及び連絡先　
西中学校　☎85-2244 ／ FAX85-2245
教育委員会生涯学習・文化振興係
☎85-6146 ／ FAX85-2183

町税等納付済通知書（口座振替分）
の廃止について
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  ４月の町長交際費 　平成26年４月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　
　総務課総務係　☎85－6120

◆製本対象
　平成 25 年度に発行した
　　　広報しらたか（No.1110 ～ 1132）
　　　議会だよりしらたか　（No.118 ～ 121）
◆料金　１部　500 円
◆受付期間 　６月 13日（金）まで
◆申込方法
○広報紙つづりに住所と氏名を記入し、各地区公
　民館、または総務課企画室情報係までお持ちく
　ださい。備え付けてある受付表に住所と氏名を
　書いてください。
◆製本後のお渡しとお支払い
○製本が終わりましたら、ご家庭へ郵送します。

○同封する「納付書」により、町内金融機関（ゆ
　うちょ銀行は除く）、または役場出納窓口で料金
　をお支払いください。
◆お願い
○「広報しらたか」「議会だよりしらたか」以外
　の印刷物などは入れないようにしてください。
○つづる順番は広報しらたか４月号が一番上にな
　るようにし、おしらせ版３月号の後に、議会だ
　よりしらたかを整理してください。
○一部の号が抜けている場合はできる限り補充し
　ますので、不足の号を表紙に明記してください。

■問い合わせ　総務課企画室情報係　
　　　　　　　☎ 85 － 6121

　平成 25年度版
　　広報しらたか・議会だよりしらたかの有料製本サービスを行います

　　広報紙の有料製本を行います。希望される方は、下記によりお申し込みください。

　

黒
沢
信
吉
さ
ん（
鮎
貝
）が
、
安

定
し
た
入
隊
者
の
確
保
と
募
集
基

盤
の
育
成
を
図
る
た
め
、
自
衛
官

募
集
相
談
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
・
相
談
は

☎
85

－

２
３
３
０　

ま
で
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「
山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
地
域

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
情
報
を
身

近
な
人
や
地
域
の
団
体
な
ど
に
伝

え
、
地
域
の
消
費
生
活
に
係
る
情

報
を
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
提
供

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

「
山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

県
内
で
20
人
程
度

▼
応
募
資
格　

次
の
①
〜
③
の
全

て
を
満
た
す
方 

①
満
20
歳
以
上
（
平
成
26
年
4
月

1
日
現
在
）
で
山
形
県
内
に
在
住

の
方 　

山
形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

②
県
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参
加

で
き
る
方 

③
消
費
生
活
や
消
費
者
問
題
に
関

心
の
あ
る
方 

▼
委
嘱
期
間　

委
嘱
の
日
か
ら
平

成
29
年
3
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

▼
活
動
内
容 

（
活
動
例
） 

・
啓
発
用
資
料
等
の
配
布
、
説
明 

・
講
座
や
学
習
会
等
で
出
さ
れ
た

　

相
談
や
苦
情
、
消
費
者
か
ら
の

　

要
望
、
意
見
の
取
り
次
ぎ 

・
地
域
の
消
費
生
活
情
報
の
収
集

　

及
び
地
域
（
消
費
者
）
や
行
政

　

へ
の
情
報
提
供

・
消
費
者
啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン

　

ト
な
ど
へ
の
協
力 

・
県
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
た
調
査

　

の
実
施
及
び
報
告 

・
消
費
生
活
に
係
る
講
座
及
び
学

　

習
会
の
講
師 

▼
募
集
期
間 

（
第
1
次
）

平
成
26
年
5
月
30
日
（
金
）
ま
で 

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

　

第
2
次
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画

（
平
成
25
年
3
月
策
定
）で
は
、
町

の
環
境
に
対
す
る
基
本
方
針
の
一

つ
と
し
て
「
ご
み
を
減
ら
し
、
限

り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
い
ま
す
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
る
た

め
に
は
、
ご
み
減
量
の
継
続
し
た

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　

「
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
に
は
、
家

庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
「
ご
み
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

白
鷹
町
で
、
１
年
間
（
平
成
25
年

度
）
に
か
か
っ
た
ご
み
処
理
に
関

す
る
経
費
は
…

○
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
の

　

分
担
金　

約
９
７
１
０
万
円

○
収
集
運
搬
・
処
理
委
託
料　
　

　
　
　
　
　

約
３
１
６
０
万
円

　

合
わ
せ
て

　
　
　

約
1
億
２
８
７
０
万
円

E
Ｍ
ぼ
か
し
づ
く
り
講
座
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

▼
い　

つ　

５
月
30
日
（
金
）　

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階

　
　
　
　
　

い
こ
い
の
間

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

ぼ
か
し
を
入
れ
る

　
　
　
　
　

袋
と
マ
イ
カ
ッ
プ

※
お
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

「
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」
実
行

　

委
員
会
事
務
局

　
（
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
）

　

☎
85

－

６
１
３
１

５
月
30
日
は
「
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
」

※
白
鷹
ご
み
ゼ
ロ
の
日
実
行
委
員

会
は「
３
R
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

（
３
R
＝
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

５
月
は
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
月
間
で
す

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
大
規
模
な
不
法
投

棄
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
路

上
な
ど
で
の
「
ポ
イ
捨
て
」
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
捨
て
も
立
派
な
犯
罪
で
す
。

町
内
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
は
、
地
域

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ラ
ル
の
輪
を
広
げ
、
不
法
投

棄
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
25
年
度
廃
棄
物
適
正
処
理
・
３
Ｒ
普
及

啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
作
品

■
不
法
投
棄
１
１
０
番

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
）

☎
０
２
３
８

－
26

－
６
０
３
４

■
白
鷹
町
不
法
投
棄
窓
口

（
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
）

☎
85

－
６
１
３
１

みんなの力でごみを減らそう！

出さない

もう一度使う 再資源として
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火
災
発
生
異
例
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
!!

　

４
月
１
日
〜
４
月
15
日
ま
で
の

県
内
の
火
災
発
生
件
数
は
39
件
で
、

昨
年
４
月
の
発
生
件
数
を
上
回
る

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

林
野
火
災
の
発
生
件
数
は
、
す
で

に
昨
年
同
月
の
発
生
件
数
を
上
回

り
、
野
火
火
災
等
も
多
発
し
て
い

ま
す
。
春
先
は
空
気
が
乾
燥
、
強

い
風
が
吹
く
な
ど
、
野
火
火
災
が

起
こ
り
や
す
い
た
め
、
火
の
扱
い

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

　

り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火
を

　

し
な
い
こ
と

②
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

　

の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

　

全
に
消
火
す
る
こ
と

③
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

　

き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

④
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

　

ず
受
け
る
こ
と

⑤
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

　

喫
煙
し
、
吸
殻
は
必
ず
消
す
と

　

と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

⑥
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

　
　
　

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

【
自
転
車
編
】

◆
自
転
車
安
全
利
用
5
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

　

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

　

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

　

停
止･

安
全
確
認　

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

◆
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
実
践

・
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
可
の

　

標
識
が
あ
る
場
合
は
歩
道
を
乗

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
歩
行
者

　

へ
の
「
思
い
や
り
通
行
」
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

・
13
歳
未
満
と
70
歳
以
上
の
方
は

　

す
べ
て
の
歩
道
を
乗
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
の
で
、
安
全
の
た
め

　

に
歩
道
を
乗
り
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
編
】

◆
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

・
手
や
旗
等
で
横
断
し
た
い
気
持

　

ち
を
明
確
に
表
し
ま
し
ょ
う
。

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
安
全
を

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
編
】

・
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
絶
対
優

　

先
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
横

　

断
歩
道
の
手
前
で
は
減
速
し
て

　

横
断
者
に
備
え
、
横
断
歩
行
者

　

が
い
る
時
は
必
ず
一
時
停
止
し

　

て
歩
行
者
を
安
全
に
横
断
さ
せ

　

ま
し
ょ
う
。

・
信
号
機
や
一
時
停
止
な
ど
交
通

　

ル
ー
ル
の
遵
守
を
徹
底
し
ま
し

　

ょ
う
。

・
わ
き
見
を
せ
ず
に
、
前
を
よ
く

　

見
て
運
転
に
集
中
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
や
子
ど
も
を
見
か
け
た

　

ら
、
そ
の
動
き
に
注
意
し
、
思

　

い
や
り
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
、
幼

　

児
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着

　

用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

地域包括支援センター ℡86-0112

　

高
齢
者
の
安
心
、
安
全
を
支
え

る
訪
問
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
認
知
症
支
援
訪
問
事
業
】

　

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
方
、
認

知
症
の
方
と
家
族
の
方
が
安
心
し

て
在
宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

（
認
知
症
ケ
ア
の
専
門
職
）
が
訪

問
し
支
援
し
ま
す
。

対
象
…
40
歳
以
上
の
方
で
認
知
症

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方

期
間
…
最
長
６
か
月

利
用
料
…
無
料

【
お
た
っ
し
ゃ
訪
問
】

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
が
安
心
し

て
在
宅
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
家

庭
訪
問
を
行
い
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。
訪

問
は
6
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は

　

平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
で
75

　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

訪
問
す
る
の
は

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
依

　

頼
し
た
看
護
師
や
保
健
師

訪
問
で
は

・「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を

　

配
布
し
、
活
用
方
法
や
保
管
方

　

法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

・
健
康
状
態
や
日
常
生
活
に
つ
い

　

て
の
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

　

紹
介
し
ま
す
。

「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
と
は

　

「
か
か
り
つ
け
医
」「
薬
剤
情

報
提
供
書
（
薬
の
説
明
書
）」「
病

名
」
等
の
医
療
情
報
の
記
入
用
紙

や
、「
診
察
券
」「
保
険
証
」
の
写

し
等
を
入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管
で

き
る
筒
状
の
ケ
ー
ス
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
ご
家
庭
に
あ
る
冷
蔵
庫
を

保
管
場
所
に
す
る
こ
と
で
、
緊
急

時
に
救
急
隊
員
等
が
駆
け
付
け
た

際
に
探
す
手
間
が
省
け
、
迅
速
な

救
命
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

4
月
8
日
、
総
合
学
科
2
期
生

と
な
る
新
入
生
59
名
が
入
学
し
、

平
成
26
年
度
の
荒
砥
高
校
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

総
合
学
科
で
は
、
2
年
次
か
ら

普
通
科
と
は
違
っ
た
特
色
の
あ
る

授
業
が
始
ま
り
ま
す
。
本
校
で
は
、

「
教
養
・
探
究
」「
福
祉
・
生
活
」

「
食
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
3
つ
の
系

列
が
設
置
さ
れ
、
自
分
が
選
ん
だ

系
列
の
科
目
を
中
心
に
学
習
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
将
来
設

計
が
明
確
に
な
っ
た
り
、
専
門
性

を
身
に
つ
け
た
り
で
き
る
こ
と
が

総
合
学
科
の
魅
力
で
す
。

『
実
用
数
学
』『
英
語
探
究
』『
地

◆
総
合
学
科　

本
格
的
始
動

『
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
』
な
ど
の
専
門

的
な
科
目
も
し
っ
か
り
学
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
「
新
」
五
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
音
」
六
月
二
十
五
日
ま
で
。

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

▲専門的な科目も学べる

　
総合学科

　

4
月
19
日
、
本
校
生
徒
・
教
職

員
約
１
０
０
人
が
、
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
１
０
０
周
年
を
祝
う
『
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
１
０
０
』
に
参
加
し
ま
し
た
。

本
校
生
徒
の
約
４
割
が
通
学
で
利

用
す
る
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、「
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
」
の
気
持
ち
も
込
め
、
荒

砥
駅
に
向
か
う
列
車
に
、
荒
砥
橋

か
ら
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
手
を

振
り
１
０
０
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

子ども俳句　「春さがし」

「こぶしさん　みんなでおそらを　ながめてる」

「こいのぼり　かぞくなかよく　およいでる」

「たんぽぽだ　かばんにしまって　おみやげだ」

　

　
　

 

◆
『
長
井
線
１
０
０
周
年
お
め
で
と
う
』

域
探
究
』
な
ど
の
荒
砥
高
校
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
科
目
や
『
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
フ
』
と
い
う
農
業
の
科
目
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
授
業
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
社

会
福
祉
基
礎
』『
介
護
福
祉
基
礎
』

▲「フラワー長井線スマイルプロジェクト100」
　に参加し100周年をお祝い。
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を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
27
年

３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
（
人
事
委
員
会
が
同
等
と
認
め

る
方
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

６
月
17
日（
火
）

▼
第
一
次
試
験　

７
月
13
日（
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　
白
鷹
町
民
登
山

　

新
緑
と
残
雪
の
葉
山
へ
登
ろ
う

▼
い
つ　

６
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
集
合

▼
集
合
場
所　

葉
山
白
兎
登
山
口

「
兎
夢
創
観
」

▼
持
ち
物　

昼
食
、
雨
具
、
飲
料

　

水
、
防
寒
具
（
必
携
）

▼
参
加
料　

５
０
０
円
（
写
真
代

・
保
険
料
）

▼
申
込
期
限　

５
月
28
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
山
岳
会
事
務
局

　

伊
藤　

☎
85

－

４
２
７
６

　

舩
山　

☎
85

－

０
１
７
７

※
白
鷹
山
岳
会
で
は
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
山
歩
き
に

興
味
が
あ
る
方
は
右
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
森
林
公
園
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す 

　

ふ
る
さ
と
森
林
公
園
の
花
壇
の

手
入
れ
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
花
壇
の
花
植
え
と
草
取

り
が
主
な
作
業
で
す
。

※
送
迎
は
い
た
し
ま
せ
ん 

▼
特
典　

作
業
時
入
浴
無
料
・
懇

親
会　

な
ど 

※
作
業
日
程
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
（
パ
レ

ス
松
風
内
）
白
田
ま
で　

☎
85

－

１
０
０
１

『
む
ら
や
ま
徳
内
ま
つ
り
』
へ
の

参
加
者
募
集
！

　

白
鷹
太
鼓
鷹
翔
会
で
は
、
毎
年

８
月
に
開
催
さ
れ
る
『
む
ら
や
ま

徳
内
ま
つ
り
』
に
一
緒
に
参
加
す

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
６
月

か
ら
本
番
に
向
け
て
の
練
習
を
し

ま
す
。
練
習
の
参
加
費
は
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
練
習
日
時　

６
月
よ
り
毎
週
水

曜
日　

午
後
７
時
〜　

▼
練
習
場
所　

鮎
貝
地
区
公
民
館

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
太
鼓
鷹
翔
会　

渋
谷

☎
０
９
０

－

５
１
８
１

－

８
６
８
８

 

し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
採
択
事
業 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
募
集 

　

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
で
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
、

見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

▼
い
つ　

５
月
24
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜
午
後
９
時
ま
で 

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
ド
リ
ン

ク
等 

※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

午
後
７
時
50
分
ま
で
直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

吉
村

☎
０
９
０

－

７
３
２
２

－

５
４
５
４

「
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

▼
い
つ　

８
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

　
　
　
　

８
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
内
容　

①
農
畜
産
物
販
売

②
加
工
食
品
展
示
・
販
売

▼
出
店
料　

出
店
料
は
無
料
と
し

ま
す
が
、
電
気
使
用
等
実
費
相
当

分
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

５
月
26
日（
月
）

　

午
後
３
時
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
４

実
行
委
員
会（
産
業
セ
ン
タ
ー
内
）

安
部　

☎
85

－

０
０
５
５

山
形
県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

▼
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

募　集

催　し

広告 　

測
定
限
界　

　
　

０
・
５
１
〜
０
・
９
２
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

　

▼
期
間　

　

４
月
17
日（
木
）〜
23
日（
水
）

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２
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第
10
回
置
賜
よ
さ
こ
い
祭
り

▼
い
つ　

５
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
花
公
園

特
設
ス
テ
ー
ジ
（
雨
天
の
場
合
は

南
陽
市
民
体
育
館
）

■
問
い
合
わ
せ　

実
行
委
員
会

☎
０
９
０

－

７
５
２
７

－

４
３
５
１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

「
こ
ぶ
し
の
家
」
施
設
開
放
日
の

ご
案
内

　　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

こ
ぶ
し
の
家
で
は
、
今
年
度
も
施

設
開
放
（
体
験
）
日
を
設
け
ま
す
。

白
鷹
町
内
及
び
近
隣
地
域
の
在
宅

障
が
い
者
（
児
）
の
方
々
や
ご
家

族
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
は

無
料
で
す
。

▼
い
つ　

５
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

こ
ぶ
し
の
家
（
白
鷹

町
鮎
貝
３
４
３
４
番
地
）

※
７
月
26
日
・
10
月
23
日
・
１
月

22
日
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ぶ
し
の
家　

佐
藤
・
竹
田　

☎
85
―
５
６
６
０

「
登
り
窯
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

　

昨
年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
深

山
焼
登
り
窯
の
再
建
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
秋
の
初

窯
を
目
指
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
再
開
し
ま
す
の
で
、

再
度
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

▼
い
つ　

5
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

6
月
1
日
（
日
）

時
間
は
午
前
9
時
〜
昼
12
時

※
以
降
の
予
定
は
ブ
ロ
グ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ど
こ
で　

深
山
工
房
つ
ち
団
子

▼
作
業
内
容　

残
り
の
耐
火
レ
ン

ガ
の
掃
除
、
レ
ン
ガ
積
み
、
薪
つ

く
り
等 

▼
問
い
合
わ
せ　

深
山
工
房
つ
ち

団
子　

金
田
利
之

☎
０
９
０

－

２
９
５
５

－

１
９
３
９

携
帯
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

dango.01@
i.softbank.jp

来
春
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

求
人
受
理
説
明
会
の
ご
案
内

　

平
成
27
年
3
月
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
し
た
求
人
受
理
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
来
春
卒
業
予
定
者

（
中
学
〜
大
学
等
）
を
採
用
予
定

の
事
業
所
の
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
い
つ　

6
月
3
日
（
火
）　

　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
公
共
職
業

安
定
所　

☎
84

－

８
６
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　

84

－

２
３
４
２

善
意
の
毛
布
を
ア
フ
リ
カ
へ

　

自
然
災
害
や
紛
争
で
不
自
由
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
被
災
民
、

着
の
身
着
の
ま
ま
で
国
外
へ
避
難

せ
ざ
る
を
得
な
い
難
民
に
「
い
の

ち
の
支
え
」
と
な
る
毛
布
を
送
っ

広告

て
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
現
地

の
人
々
の
手
に
届
く
ま
で
の
海
外

輸
送
費
１
０
０
０
円
の
ご
協
力
も

お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

5
月
31
日
ま
で

　

ま
た
、
荒
砥
高
校
・
長
井
高
校

生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と

な
り
収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。

▼
い
つ　

5
月
25
日
（
日
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
役
所
前
駐
車

場■
問
い
合
わ
せ　

『
ア
フ
リ
カ
へ

　

毛
布
を
送
る
運
動
』
置
賜
地
区

　

実
行
委
員
会　

田
村　

☎
88

－

３
１
４
３

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

※
午
後
４
時
以
降　

今
野 

☎
85

－

５
９
６
４

　８月10日（日）に開催の大相撲
長井黒獅子場所チケットの一般販売
を行います。
▼い　つ　５月14日（水）～
▼どこで　白鷹町文化交流センター
　　　　　あゆーむ　☎85－9071
　※月曜日は休館です。
　
■問い合わせ
大相撲長井黒獅子場所
実行委員会事務局
（長井商工会議所内）
☎84－5394

おしらせ



荒砥乙 板垣
駿 瑞

み

　月
づき

玲菜

高　岡 樋口
則明 美

み

　恒
ちか

美香

荒砥乙 川井
竜雄

絵
え

　琳
りん

美紀

　　氏　　　名　　　 住所

（竹　田　雄　一　　萩　野

松　田　美　帆　　米沢市

（松　本　武　彦　　米沢市

新　野　あけみ　　広　野

（小　松　裕　介　　畔　藤

長　橋　朋　子　　山形市

（寒河江　常　智　　十　王

　畑　　沙　織　　寒河江市

（清　野　照　明　　萩　野

河　村　まなみ　　山形市

住所　　 氏　　名 年齢

畔　藤　新　野　　　雄　98

荒砥甲　安　部　和　晴　64

山　口　髙　橋　七　郎　80

荒砥甲　青　木　と　み　88

鮎　貝　　　賀　富美子　90

滝　野　　老名　はつゑ　92

鮎　貝　後　藤　吉　助　88

深　山　羽　田　茂　雄　87

中　山　吉　田　昭　二　87

十　王　中　川　多榮子　81

荒砥甲　大　木　　みゑ   102
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